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市
議
会
定
例
会
第
90
回
12
月
通
常
会
議
を
12
月
７
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
議
期
間

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
通
常
会
議
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
監
査
委
員
の
選

任
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
市
長
提
案
議
案
は
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
発
議
で
は
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
議
員
発
議
で
は
１
件
を
可
決
、
１
件
を

否
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
17
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
大
東
中
学
校
の
３
年
生
５1
人
が
傍
聴
を
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
機
会
を
と
お
し
て
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
中
学
生
に
も
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正

〇
議
案
第
１
２
２
号　

一
関
市

厳
美
駐
車
場
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
厳
美
駐

車
場
を
厳
美
市
民
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
２
３
号　

一
関
市

の
割
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　

出
産
育
児
一
時
金
は
出

産
し
た
母
親
が
加
入
す
る
公
的

医
療
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
双
子
や
三
つ
子

な
ど
の
例
も
あ
り
、
出
産
し
た

母
親
の
実
人
数
の
把
握
が
難
し

い
た
め
出
生
し
た
子
供
の
数
で

割
合
を
算
出
す
る
と
、
令
和
２

年
度
中
に
出
生
届
が
提
出
さ
れ

た
時
点
で
一
関
市
に
住
民
登
録

を
し
た
子
供
の
数
は
５
３
１
人

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
国
民
健
康

保
険
世
帯
の
子
供
は
５０
人
で
、

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
子
供
の

割
合
は
９
・
４
％
と
な
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

答
弁

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

出
産
育
児
一
時
金
の
額
に
つ

い
て
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　

出
産
育
児
一
時
金
は
国

民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険

加
入
者
で
も
支
給
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
が
、
国
保
対
象
者

質
疑

議

審

案

議
審
議
し
た
主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
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〇
議
案
第
１
２
４
号　

一
関
市

児
童
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
３
月
末
日
を
も
っ

て
田
河
津
児
童
館
を
閉
館
す
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
２
５
号　

一
関
市

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
の
改
正
に
よ
り
、
当
市
が

復
興
産
業
集
積
区
域
か
ら
除
外

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
２
６
号　

一
関
市

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
よ

り
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計

画
の
認
定
の
申
請
に
当
た
り
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
住
宅
性
能
評

価
機
関
に
対
し
て
、
長
期
使
用

構
造
等
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

認
定
申
請
手
数
料
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
。（

賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
２
７
号　

一
関
市

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

水
道
施
設
の
更
新
需
要
へ
の

対
応
と
災
害
に
係
る
臨
時
的
な

支
出
を
見
据
え
た
財
源
繰
越
額

を
確
保
す
る
た
め
、
水
道
料
金

を
改
定
す
る
な
ど
の
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

《
反
対
討
論
》

千
葉　

栄
生　

議
員

　

市
民
生
活
は
い
ま
だ
に
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
影
響
か
ら
抜
け
出

し
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
物
価

の
上
昇
に
よ
り
、
さ
ら
に
切
迫

し
た
状
況
だ
。
市
と
商
工
会
議

所
で
行
っ
た
実
態
調
査
で
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
継
続
し
て
い

る
と
約
８
割
の
経
営
者
が
示
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
毎
日
の
よ
う
に
支
援

を
求
め
て
き
て
い
る
。
こ
の
状

況
下
を
踏
ま
え
て
も
時
期
尚
早

で
あ
り
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
今
、
最
も

力
を
入
れ
て
対
応
す
べ
き
は
生

活
面
で
安
心
で
き
る
支
援
策

だ
。

《
賛
成
討
論
》

千
葉　

大
作　

議
員

　

近
年
の
水
道
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
人
口
減
少
に
伴
う

水
需
要
の
減
少
と
給
水
収
益
の

減
少
に
よ
り
、
老
朽
施
設
の
計

画
的
な
更
新
や
諸
施
設
の
耐
震

性
能
を
含
め
、
長
寿
命
化
を
図

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
、
市
民
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
一
関

市
水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
お

い
て
審
議
さ
れ
、
令
和
３
年
１０

月
に
答
申
が
示
さ
れ
た
。

　

本
会
議
に
提
案
さ
れ
た
改
正

案
は
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し

た
上
で
引
き
上
げ
率
を
１４
・
７ 

％
と
し
、
さ
ら
に
料
金
の
改
定

は
令
和
４
年
１０
月
と
令
和
６
年

４
月
と
し
た
こ
と
な
ど
を
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

料
金
改
定
に
よ
り
持
続
可
能

な
事
業
運
営
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
、賛
成
討
論
と
す
る
。

（
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
）

令和３年度補正予算令和３年度補正予算

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費の追加子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費の追加
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件
に
伴
う
申
請
件
数
は
、
１１
月

現
在
で
今
年
度
補
助
金
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
２
０
８
件
の

う
ち
２
件
が
該
当
と
な
っ
て
お

り
、
大
東
地
域
、
室
根
地
域
が

各
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
５
２
号　

令
和
３

年
度
一
関
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費
の
追
加
、

９
月
１７
日
か
ら
１８
日
に
か
け
て

の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農
地

及
び
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復

旧
に
係
る
経
費
の
増
額
に
つ
い

て
、
所
要
の
補
正
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
　
　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
対
象
年
齢
は
、

平
成
１５
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

４
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
の
方
と

い
う
こ
と
だ
が
、
令
和
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
ど
う
な

る
の
か
。
ま
た
、
９
月
３０
日
が

基
準
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
１０

月
１
日
以
降
に
離
婚
し
た
場

合
、
子
供
と
同
居
し
て
い
な
い

非
同
居
の
親
に
子
供
に
対
す
る

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
ケ
ー
ス

質
疑

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
子
育

て
支
援
の
た
め
の
給
付
金
で
あ

り
、
実
際
に
子
育
て
を
し
て
い

る
同
居
親
に
支
給
で
き
る
よ
う

に
対
策
を
と
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

国
の
制
度
で
３
月
３１
日

生
ま
れ
の
方
ま
で
を
対
象
と
し

て
い
る
の
で
、
市
で
も
４
月
１

日
生
ま
れ
は
対
象
と
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
９
月
３０
日
が
基
準

日
で
あ
り
、
１０
月
１
日
以
降
に

離
婚
し
た
場
合
で
も
９
月
分
の

児
童
手
当
の
受
給
者
に
支
払
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
２
９
号　

令
和
３

年
度
一
関
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

直
営
診
療
施
設
勘
定
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
個
別
接
種
の
促
進
に

協
力
す
る
医
療
機
関
に
対
す
る

交
付
金
及
び
時
間
外
・
休
日
に

お
け
る
集
団
接
種
会
場
へ
医
療

従
事
者
の
派
遣
に
協
力
す
る
医

療
機
関
に
対
す
る
補
助
金
の
計

上
に
つ
い
て
、
所
要
の
補
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

答
弁

※
発
委
…
委
員
会
か
ら
の
提
案

〇
発
委
第
10
号　

市
長
専
決
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

提
出
者　

議
会
運
営
委
員
長

佐　

藤　
　
　

浩

　

一
関
市
が
加
入
し
て
い
る
岩

手
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が

県
内
の
全
市
町
村
の
ほ
か
に
、

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
な
ど

の
一
部
事
務
組
合
等
で
組
織
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
長
の

専
決
事
項
と
し
て
い
る
構
成
団

体
の
数
の
増
減
に
関
す
る
規
定

に
一
部
事
務
組
合
等
を
加
え
る

た
め
改
正
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

補

正

予

算

〇
議
案
第
１
２
８
号　

令
和
３

年
度
一
関
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

の
増
額
、
藤
沢
・
新
沼
小
学
校

統
合
関
連
事
業
費
の
追
加
、
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の

改
正
に
よ
る
減
額
な
ど
、
所
要

の
補
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　

新
産
業
用
地
開
発
調
査

質
疑

事
業
費
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
調
査
が
行
わ
れ
る
の
か
、
調

査
業
務
の
内
容
は
。

　
　
　

調
査
業
務
の
内
容
は
、

当
市
の
人
口
、
産
業
の
現
状
や

立
地
環
境
及
び
社
会
経
済
の
動

向
の
把
握
、
将
来
的
な
産
業
集

積
の
可
能
性
の
整
理
、
国
内
企

業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
る
当
市
の
立
地
環
境

に
関
す
る
分
析
、
産
業
集
積
の

た
め
の
立
地
環
境
整
備
の
課
題

の
整
理
、
既
存
の
資
料
及
び
図

面
な
ど
か
ら
第
１
次
候
補
地
の

選
出
、
第
１
次
候
補
地
の
中
か

ら
さ
ら
に
絞
り
込
み
数
カ
所
の

産
業
用
地
の
適
地
を
選
定
し
、

そ
の
適
地
に
つ
い
て
用
地
開
発

の
方
法
、
コ
ス
ト
な
ど
の
整
理

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
推

進
費
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
の
経
費
と
し
て

９
６
０
０
万
円
を
み
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て

返
礼
品
の
還
元
率
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
品
代
の
寄
附
額
に
対
す
る

割
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
２９
年

答
弁

質
疑

答
弁

４
月
の
総
務
大
臣
通
知
に
お
い

て
返
礼
品
の
品
代
は
寄
附
金
額

の
３
割
以
下
と
す
る
こ
と
と
要

請
さ
れ
て
お
り
、
当
市
で
は
こ

の
通
知
に
沿
っ
て
運
用
を
し
て

い
る
。

　

令
和
２
年
度
の
寄
附
額
に
対

す
る
返
礼
品
の
品
代
の
割
合
は

２７
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

生
活
用
水
確
保
施
設
整

備
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
今

回
増
額
し
た
背
景
、
理
由
、
ま
た

実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

令
和
３
年
度
の
当
初
予

算
で
申
請
件
数
を
２
２
０
件
、 

補
助
金
の
額
を
３
億
９
１
９
０ 

万
円
と
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
深
井
戸
の
水
量
を
十
分

に
確
保
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン

グ
の
深
度
を
深
く
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、水
質
検
査
の
結
果
、

水
質
が
基
準
に
適
合
せ
ず
上
水

施
設
を
整
備
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
施
設
整
備
の
費
用
が
増
し

て
お
り
、
当
初
の
想
定
を
上
回

る
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
申
請
に
対
応
す

る
た
め
増
額
す
る
も
の
。
令
和

３
年
度
か
ら
拡
大
し
た
補
助
要

質
疑

答
弁
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基
準
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

合
、
子
供
と
同
居
し
て
い
な
い

非
同
居
の
親
に
子
供
に
対
す
る

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
ケ
ー
ス

財

産

の

譲

渡

〇
議
案
第
１
３
０
号　

財
産
の

減
額
譲
渡
に
つ
い
て

　

川
崎
町
薄
衣
字
大
久
保
９５
番

１
及
び
字
折
坂
７
番
４
の
２
筆

の
土
地
を
工
業
用
の
用
地
に
供

す
る
た
め
、
株
式
会
社
伸
原
工

業
所
に
平
場
部
分
を
分
譲
価
格

で
、
ま
た
法
面
部
分
を
無
償
で

譲
渡
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

監
査
委
員
の
選
任

〇
議
案
第
１
３
１
号　

監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　

満
場
で
同
意
し
た
。

及
川　

弘
人 

氏
６８
歳

花
泉
町
永
井

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

〇
議
案
第
１
５
３
号　

人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

満
場
で
同
意
し
た
。

千
葉　

玲
子 

氏
６３
歳

東
山
町
松
川

請

願

審

査

〇
請
願
第
４
号　

私
学
教
育
を

充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
請

願
　

 

請
願
者　

私
学
助
成
を
す
す

め
る
岩
手
の
会

　

会
長　

土　

屋　

直　

人

（
賛
成
多
数
に
よ
り
採
択
）

意

見

書

　

可
決
し
た
意
見
書
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
発
議
…
議
員
か
ら
の
提
案

〇
発
議
第
５
号　

私
学
助
成
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
　

提
出
者　

永　

澤　

由　

利

　

賛
成
者　

千　

葉　

信　

吉

　
　
　
　
　

千　

葉　

大　

作

　
　
　
　
　

門　

馬　
　
　

功

　
　
　
　
　

菅　

原　

行　

奈

　
　
　
　
　

那　

須　
　
　

勇

　
　
　
　
　

猪　

股　
　
　

晃

　
　
　
　
　

佐　

藤　

真
由
美

（
要
旨
）

　

私
立
高
校
は
公
教
育
の
一
翼

を
担
い
学
校
教
育
の
充
実
発
展

に
寄
与
し
て
い
る
が
、
経
済
基

盤
は
厳
し
く
保
護
者
の
学
費
負

担
は
家
計
を
大
き
く
圧
迫
し
て

い
る
。
生
徒
一
人
当
た
り
に
か

け
ら
れ
る
教
育
費
が
公
立
学
校

と
比
べ
低
い
こ
と
が
教
育
諸
条

件
が
改
善
さ
れ
な
い
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
教
育
条
件
の
維

持
、
向
上
と
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に

過
疎
地
域
の
私
立
学
校
に
対
す

る
特
別
助
成
の
増
額
を
含
め
、

私
学
助
成
を
さ
ら
に
充
実
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

（
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
）

〇
発
議
第
６
号　

オ
ス
プ
レ
イ

参
加
の
日
米
共
同
訓
練
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

提
出
者　

齋　

藤　

禎　

弘

　

賛
成
者　

千　

葉　

信　

吉

　
　
　
　
　

岡　

田　

も
と
み

（
要
旨
） 

　

オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加
す
る
日 

米
訓
練
が
、
岩
手
山
演
習
所
を
訓

練
場
所
の
一
つ
に
１２
月
４
日
か

ら
１７
日
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
米
空
軍
の
事

故
統
計
に
お
い
て
重
大
事
故
率

統
合
関
連
事
業
費
の
追
加
、
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の

改
正
に
よ
る
減
額
な
ど
、
所
要

新
産
業
用
地
開
発
調
査

返
礼
品
の
還
元
率
と
い
う
の
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
品
代
の
寄
附
額
に
対
す
る

割
合
に
つ
い
て
は
、
平
成

て
お
り
、
当
初
の
想
定
を
上
回

る
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
申
請
に
対
応
す

る
た
め
増
額
す
る
も
の
。
令
和

３
年
度
か
ら
拡
大
し
た
補
助
要

が
高
い
と
公
表
さ
れ
、
ま
た
、

当
市
の
上
空
を
飛
行
し
た
目
撃

情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
市
民
の
生
命
・
財

産
と
人
権
を
守
る
立
場
か
ら
、

国
内
外
で
事
故
を
多
発
さ
せ
て

い
る
オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加
す
る

飛
行
日
時
や
飛
行
ル
ー
ト
を
明

ら
か
に
し
な
い
訓
練
の
中
止
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
）

指
定
管
理
者
の
指
定

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
表

１
の
と
お
り
施
設
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

収
支
状
況
、
事
業
内
容

等
が
健
全
か
つ
効
果
的
に
実
施

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
管
理
運
営

に
対
す
る
評
価
も
良
好
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

検
証
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
こ
の
よ
う
な
評

価
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

指
定
管
理
者
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
施
設
所
管
課
に
お

い
て
指
定
管
理
者
と
締
結
し
て

い
る
基
本
協
定
書
に
基
づ
き
、

年
度
初
め
に
提
出
さ
れ
る
年
間

質
疑

答
弁

事
業
計
画
書
及
び
収
支
計
画

書
、
毎
月
１０
日
ま
で
に
提
出
さ

れ
る
前
月
分
の
月
例
業
務
報
告

書
、
年
度
終
了
後
３０
日
以
内
に

提
出
さ
れ
る
事
業
報
告
書
、
こ

れ
ら
の
ほ
か
定
期
的
な
訪
問
や

面
談
な
ど
を
通
じ
て
毎
年
度
指

定
管
理
施
設
の
状
況
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
管

理
期
間
全
体
を
通
じ
て
の
評
価

は
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
な
ど
を

参
考
と
し
な
が
ら
施
設
運
営
、

事
業
運
営
、
施
設
管
理
、
収
入

支
出
の
４
つ
の
項
目
で
評
価
を

し
て
お
り
、
そ
の
評
価
結
果
に

つ
い
て
は
Ａ
評
価
か
ら
Ｄ
評
価

ま
で
の
４
段
階
と
し
た
上
で
総

合
的
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
施
設
所
管
課
に
お
け

る
評
価
を
も
と
に
、
市
の
内
部

で
組
織
す
る
指
定
管
理
者
制
度

運
営
検
討
チ
ー
ム
会
議
及
び
指

定
管
理
者
制
度
運
営
委
員
会
に

お
い
て
、
評
価
結
果
や
そ
の
内

容
が
適
当
で
あ
る
か
確
認
す
る

な
ど
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）
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【表１　指定管理者指定施設一覧】（議案第132号〜第151号）

指定管理者に管理を行わせる

公の施設の名称
指定管理者となる団体

指定の期間 新規

・更新期　　間 年数

黄海コミュニティグラウンド 黄海地区住民自治協議会 R4.4.1〜R7.3.31 3 年 新規

一関市厳美市民センター

厳し美しの里協議会

R4.4.1〜R9.3.31 5 年 新規
一関自然休養村管理センター

一関市厳美市民センター山谷分館
R4.4.1〜R7.3.31 3 年※ 新規

一関市厳美市民センター達古袋分館

一関市曽慶市民センター

結いネット　そげい R4.4.1〜R9.3.31 5 年 新規大東曽慶地区センター

一関市曽慶市民センター曽慶体育館

一関市一関市民センター 一関地区まちづくり推進協議会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

一関市関が丘市民センター
関が丘まちづくり協議会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

関が丘コミュニティセンター

一関市山目市民センター

山目地区まちづくり協議会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新
一関市山目市民センター赤荻分館

一関学習交流館

一関市山目市民センター笹谷分館

一関市中里市民センター 中里まちづくり協議会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

一関市滝沢市民センター 滝沢地域振興協議会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

一関市真柴市民センター
真柴まちづくり協議会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

真柴コミュニティセンター

一関市萩荘市民センター
萩荘地区まちづくり協議会

R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

一関市萩荘市民センター市野々分館 R4.4.1〜R7.3.31 3 年※ 更新

一関市小梨市民センター

小梨自治振興協議会

R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

一関市小梨市民センター清田分館 R4.4.1〜R7.3.31 3 年※ 更新

千厩みなみ交流センター R4.4.1〜R7.3.31 3 年※ 更新

黄金山キャンプ場 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

一関市室根市民センター

室根まちづくり協議会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新室根ふるさとセンター

一関市室根市民センター津谷川体育館

滝沢児童クラブ 滝沢児童クラブ運営委員会 R4.4.1〜R9.3.31 5 年 更新

一関農村女性の家 一関生活研究グループ連絡協議会 R4.4.1〜R7.3.31 3 年※ 更新

川崎農村研修センター 農事組合法人門崎ファーム R4.4.1〜R7.3.31 3 年※ 更新

※ 一関市公共施設等総合管理計画第１期中期計画に基づく先導的な取り組みによる施設保有の見直し方針

（令和３年９月 22 日決定）で保有縮減に分類している施設で、市民との共通認識を図りながら取り組む

見込みの期間（３年間）とするもの。
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１０
月１９

日　

本
会
議

２０
日　

 

議
員
全
員
協
議
会
、
総
務
常
任
委
員
会
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
、
広
聴
広
報
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会

２２
日　

本
会
議
、
治
水
対
策
特
別
委
員
会

２９
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

１１
月２

日　

広
聴
広
報
委
員
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

 

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会
、
総
務
常
任

委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
教
育

民
生
常
任
委
員
会

１０
日　

広
聴
広
報
委
員
会

１７
日　

議
員
全
員
協
議
会

１８
日　

総
務
常
任
委
員
会

２５
日　

議
会
運
営
委
員
会

３０
日　

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

１２
月３

日　

総
務
常
任
委
員
会

７
日　

本
会
議
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
日　

本
会
議

１０
日　

本
会
議

１３
日　

 

本
会
議
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
教
育

民
生
常
任
委
員
会

１４
日　

総
務
常
任
委
員
会

１６
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

（
議
会
改
革
）
、
広
聴
広
報
委
員
会

１７
日　

本
会
議
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会

２７
日　

広
聴
広
報
委
員
会

【表決が分かれた案件】

●第 89 回臨時会議

議案第１１８号
一関市一般職の職員の給与に関する条例及び一関市会計年度任用職

員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
賛成多数 可　決

●第 90 回通常会議

議案第１２７号 一関市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数 可　決

請願第 ４号 私学教育を充実・発展させるための請願 賛成多数 可　決

発議第 ５号 私学助成の充実を求める意見書について 賛成多数 可　決

発議第 ６号 オスプレイ参加の日米共同訓練の中止を求める意見書について 賛成少数 否　決

清　　和　　会 輝　郷　会 一関みらい
日本共産党

一関市議団

一関市

議 会

公明党

会派に

属さない

議 員

佐
藤　
　

浩

那
須　
　

勇

佐
々
木
久
助

菅
原　

行
奈

門
馬　
　

功

小
山　

雄
幸

千
田　

恭
平

沼
倉　

憲
二

小
野
寺
道
雄

猪
股　
　

晃

千
葉　

信
吉

千
田　

良
一

千
葉　

幸
男

千
葉　

大
作

佐
藤　

幸
淑

岩
渕　

典
仁

永
澤　

由
利

佐
藤
敬
一
郎

岡
田
も
と
み

佐
藤
真
由
美

千
葉　

栄
生

齋
藤　

禎
弘

岩
渕　
　

優

小
岩　

寿
一

武
田
ユ
キ
子

勝
浦　

伸
行

議案第１１８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

議　

長

議案第１２７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

請願第 ４号 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

発議第 ５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

発議第 ６号 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ×

※○は賛成、×は反対、－は退席

議 会 日 誌
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市政課題で活発な論戦市政課題で活発な論戦
　第90回12月通常会議の一般質問は12月９日、12月10日、12月13日の３日間、17人の

議員が登壇し、活発な議論を展開した。なお、内容については各議員の文責である。

12月９日㈭

佐藤　　浩　議員

１　イノシシ被害対策について

２　一関市空家等対策計画について

３　市議会議員選挙について

４　建設（機械設備）工事の入札について

岩渕　典仁　議員

１　所信表明について

千田　良一　議員

１　所信表明と令和４年度予算について

２　束稲山麓地域世界農業遺産認定推進について

岡田もとみ　議員

１　 新型コロナウイルス感染症から市民の命を守る

対策について

２　 新型コロナウイルス感染症の影響から事業者

を守る支援の強化について

３　ＣＯ２削減の取り組みについて

小岩　寿一　議員

１　HPVワクチン積極的勧奨再開について

２　釣山公園駐車場付近の整備について

12月10日㈮

菅原　行奈　議員

１　保育行政について

２　一関市プレミアム付商品券事業について

３　人口減少社会に対応したシステムの構築について

４　雇用の創出について

永澤　由利　議員

１　農業施策について

２　女性・若者活躍施策について

３　光ファイバの整備について

猪股　　晃　議員

１　農業経営収入保険制度について

２　地域づくりについて

佐藤真由美　議員

１　有害獣被害防止対策の拡充について

２　子供たちの貧困対策について

３　障害者福祉施設への支援強化について

岩渕　　優　議員

１　農業振興について

２　有害鳥獣捕獲活動に対する支援の充実について

３　子育て支援について

４　デジタル化への対応について

小山　雄幸　議員

１　結婚支援について

２　高齢者支援について

12月13日㈪

佐藤敬一郎　議員

１　市政の方針と政治姿勢について

２　花と泉の公園について

３　寒波、豪雪の今後の予測と影響について

千葉　信吉　議員

１　 NECプラットフォームズ株式会社一関事業所跡

地利活用を含めたＪＲ一ノ関駅周辺整備について

２　 河川環境保持を含めた特定外来植物の対策に

ついて

齋藤　禎弘　議員

１　米価下落の支援強化について

２　学校給食費の無償化について

３　消防団の処遇改善について

那須　　勇　議員

１　空き家等対策について

２　有害獣被害防止について

３　道の駅について

４　放課後児童クラブについて

５　大東地域統合中学校について

佐藤　幸淑　議員

１　プログラミング教育の現状について

２　シニア世代の起業及び就職支援について

千葉　栄生　議員

１　国保世帯への支援策について

２　原油価格高騰による支援策について

12：34PM

smart.discussvision.net/smart/ 1
　次のページから各議員の
※ＱＲコードをカメラ付き携帯
電話で読み取ると、一般質問
の様子をご覧になれます！
※ 「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの

登録商標です。
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佐藤　　浩
ひろし

　議員

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

等
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
が

対
策
は
。

　
　
　

一
関
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
応

援
隊
の
導
入
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
作
物
被
害
対
策
と
農
村

地
域
の
捕
獲
・
駆
除
対
策
に
つ
い

て
、
対
策
の
効
果
や
業
務
の
効
率

性
か
ら
農
林
部
内
で
業
務
の
統
合

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

有
権
者
に
無
効
投
票
に
つ

い
て
の
周
知
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

有
権
者
の
大
切
な
投
票
が

で
き
る
だ
け
無
効
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
無
効
と
な
る
一
般
的
な
事

例
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

掲
載
す
る
な
ど
、
周
知
を
図
る
。

市
内
の
高
等
学
校
に
お
い
て
の
選

挙
啓
発
事
業
に
お
い
て
、
よ
り
詳

し
く
説
明
す
る
な
ど
工
夫
を
す

る
。

　
　
　

建
設
（
機
械
設
備
）
工
事

の
制
限
付
一
般
競
争
入
札
は
、
特

定
建
設
業
許
可
を
有
す
る
管
工
事

の
経
験
の
み
の
参
加
資
格
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　
　

建
設
業
法
に
お
け
る
管
工

事
と
は
、
冷
暖
房
設
備
工
事
、
給

排
水
、
給
湯
設
備
工
事
、
浄
化
槽

工
事
、
水
洗
ト
イ
レ
設
備
工
事
、

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○イノシシ被害対策は

○選挙における無効投票の周知は

○入札制度の見直しは

ガ
ス
管
配
管
工
事
な
ど
が
該
当

し
、
建
物
の
新
築
ま
た
は
改
修
工

事
に
お
い
て
は
、
建
設
業
法
の
業

種
分
類
に
基
づ
き
、
管
工
事
の
施

工
実
績
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　

制
限
付
一
般
競
争
入
札
の

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
は
。

　
　
　

最
低
制
限
価
格
を
導
入
し

て
お
り
、
入
札
の
際
に
工
事
費
内

訳
書
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
ダ

ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防
止
が
果
た
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

一
関
市
地
元
企
業
優
先
発

注
に
係
る
基
本
方
針
は
、
形
骸
化

し
て
な
い
か
。

　
　
　

請
負
業
者
に
対
し
、
下
請

契
約
や
建
設
資
材
納
入
契
約
の
相

手
方
は
、
市
内
本
社
を
優
先
す
る

こ
と
な
ど
を
書
面
で
お
願
い
し
て

い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

岩渕　典
のり

仁
ひさ

　議員

　
　
　

国
で
は
、
地
方
へ
の
大
き

な
流
れ
を
生
み
出
し
、
新
た
な
地

方
創
生
を
展
開
し
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
を
考
え
て
い
る
。
地
方

創
生
に
積
極
的
に
取
り
組
む
市
町

村
に
対
し
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

民
間
人
材
で
あ
っ
て
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
の
で
き
る

「
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
」
に

取
り
組
む
予
定
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

人
材
派
遣
制
度
に
つ
い

て
、
議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
グ

リ
ー
ン
分
野
や
デ
ジ
タ
ル
分
野
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
上
で
専
門
的
な
人

材
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
該
制
度
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘

致
の
実
現
に
向
け
て
受
け
入
れ
態

勢
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
て
い
る

が
、
市
民
の
間
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、 

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

市
民
へ
の
説
明
や
合
意
を
と
っ
て

い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
対
す
る
不
安
や

関
心
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○まち・ひと・しごとの創生

○ＩＬＣを基軸としたまちづくり

○ＮＥＣプラットフォームズ株式会社一関事業所跡地

構
（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
解
説
セ
ミ

ナ
ー
を
開
設
し
、
今
後
に
お
い
て

も
理
解
促
進
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ズ
株
式
会
社
一
関
事
業
所
跡
地
」

に
つ
い
て
、
取
得
や
利
活
用
方
針
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
と
の
協
議
な
ど
、
今
後

ど
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
進
め

る
方
針
で
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

こ
の
土
地
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
活
用
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
が
所
有
権
を
保
有

し
て
、
主
体
的
、
安
定
的
に
か
か

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
、
今
後
は
取
得
を
目
指
し
て

事
務
を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
を
こ
の
場
で
申
し
上
げ
た

い
。

質
問

答
弁

イノシシ被害の状況

まち・ひと・しごとの創生

「しごと」

就業機会の創出

「ひと」

多彩な人材の確保、結婚・

出産・子育てへの支援

「まち」

地域社会の形成
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千田　良
りょう

一
いち

　議員

　
　
　

所
信
表
明
で
の
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

の
創
生
」
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
予
算
に
お
い
て
特
に

重
点
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
も

の
は
何
か
。

　
　
　

所
信
表
明
で
、
最
大
の
課

題
は
人
口
減
少
で
あ
り
、
人
口
が

減
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
ダ
メ
ー

ジ
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
活
力
を
高
め
る
施
策
を
展
開

し
た
い
と
述
べ
た
。
全
て
の
政
策

を
総
動
員
し
て
対
処
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
、
現
在
予
算
編
成
作
業
を
進
め

て
い
る
が
、
一
関
の
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
の
活
力
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、
若
者
活
躍
、
女
性
活
躍

に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
」
の
「
し
ご
と
」
の
部
分

だ
け
で
は
な
く
、「
ま
ち
」
と
い

う
部
分
に
も
、「
ひ
と
」
と
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
よ
い
結
果
を
導
き

出
し
た
い
。

　
　
　

束
稲
山
麓
地
域
（
奥
州
市

生
母
地
区
、
平
泉
町
長
島
地
区
、

一
関
市
舞
川
地
区
）
の
活
性
化
を

目
指
し
て
の
世
界
農
業
遺
産
認
定

質
問

答
弁

質
問

○佐藤新市長の所信表明と令和４年度予算

○束稲山麓地域世界農業遺産認定推進

推
進
で
も
あ
り
、
３
地
区
で
は
地

区
資
産
、
宝
の
掘
り
起
こ
し
に
努

力
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
取
り

組
み
の
紹
介
な
ど
地
域
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
も
っ
と
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

　
　
　

平
成
２９
年
度
か
ら
「
束
稲

山
麓
地
域
世
界
農
業
遺
産
認
定
推

進
協
議
会
」
を
通
じ
て
、「
束
稲

山
麓
地
域
３
市
町
物
産
販
売
促
進

委
員
会
」
の
紹
介
マ
ッ
プ
の
発
行

や
、
各
市
町
の
産
業
ま
つ
り
で
の

合
同
販
売
会
な
ど
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
市
の
広
報
で
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
関
係
機

関
、
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
財

政
的
、
人
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

答
弁

岡田もとみ　議員

無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を

　
　
　

感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
た

め
に
は
、
大
規
模
な
検
査
が
必
要

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
必
要
と
す
る
人
が
、
い
つ
で

も
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
強
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

国
や
県
と
足
並
み
を
そ
ろ

え
た
対
策
が
効
果
的
と
考
え
る
。

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
活
用
を

　
　
　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
が
学
校

等
に
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
条
件

が
厳
し
く
使
え
な
い
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
積
極
的
な
活
用

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

医
療
機
関
を
受
診
さ
せ
る

こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

売
上
げ
の
減
収
補
填
を

　
　
　

昨
年
同
月
と
比
べ
売
上
げ

が
減
っ
て
い
る
と
の
回
答
が
６
割

に
も
達
し
、
減
収
補
填
等
の
支
援

策
に
取
り
組
む
時
で
は
な
い
か
。

　
　
　

事
業
者
の
事
業
継
続
を
支

援
し
て
い
く
。

宿
泊
応
援
割
の
さ
ら
な
る
延
長
を

　
　
　

宿
泊
業
が
最
も
売
上
げ
減

少
幅
が
大
き
い
。
い
ち
の
せ
き
宿

泊
応
援
割
事
業
の
実
施
期
間
を
さ

ら
に
延
長
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
　

国
や
県
の
経
済
支
援
策
等

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○新型コロナから市民の命を守る対策を

○コロナ禍から事業者を守る支援強化を

○ＣＯ２削減の本気の取り組みを

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

コ
ン
テ
ナ
設
置
し
資
源
の
回
収
を

　
　
　

ご
み
の
焼
却
処
理
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
に
大
き
く
影

響
す
る
。
コ
ン
テ
ナ
回
収
を
実
施

し
、
指
定
ご
み
袋
が
不
要
と
な
る

資
源
ご
み
回
収
の
取
り
組
み
で
、

可
燃
ご
み
を
大
幅
に
減
量
で
き
る

と
示
し
て
き
た
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　

資
源
物
の
コ
ン
テ
ナ
収
集

に
つ
い
て
、
施
設
整
備
検
討
委
員

会
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

住
宅
の
高
断
熱
化
補
助
の
充
実
を

　
　
　

省
エ
ネ
を
進
め
る
上
で
、

住
宅
の
断
熱
が
重
要
。
地
元
業
者

の
仕
事
確
保
の
た
め
に
も
、
高
断

熱
工
事
の
補
助
対
象
の
充
実
を
。

　
　
　

国
か
ら
、
省
エ
ネ
性
能
の

高
い
住
宅
購
入
に
、
最
大
１
０
０ 

万
円
の
補
助
が
示
さ
れ
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

束稲山麓地域３市町物産販売促進委員会発行の食の紹介マップ

省エネ対策の断熱工事
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小岩　寿
ひさ

一
かず

　議員

　
　
　

子
宮
頸
が
ん
は
、
若
い
女

性
が
か
か
る
が
ん
の
中
で
は
乳
が

ん
に
次
い
で
多
く
、
今
も
年
間

１
万
人
近
く
の
女
性
が
子
宮
頸
が

ん
に
か
か
り
約
２
８
０
０
人
も
の

女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の

感
染
を
防
ぐ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
、
平
成
2５
年
４
月
１
日
よ
り
定

期
接
種
が
開
始
さ
れ
、
小
学
６
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
の
女
子

が
接
種
を
希
望
す
れ
ば
無
料
で
接

種
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
平
成
2５
年
６
月
よ
り

国
は
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る

と
し
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
が
Ａ
類
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
の

個
別
通
知
を
と
め
て
し
ま
い
、
平

成
22
年
度
に
は
70
％
あ
っ
た
接
種

率
が
わ
ず
か
１
％
未
満
ま
で
に
減

少
し
て
し
ま
っ
た
。
厚
生
労
働
省

の
専
門
部
会
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
や
効
果
な
ど
を
検
討

し
た
結
果
、
本
年
11
月
2６
日
に
８

年
ぶ
り
に
積
極
的
勧
奨
再
開
に
こ

ぎ
つ
け
た
。
令
和
２
年
10
月
に
は

国
か
ら
対
象
者
へ
の
情
報
提
供
に

関
す
る
指
示
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
市
の
対

応
を
伺
う
。

質
問

○子宮頸がんワクチンの積極的勧奨再開は

　
　
　

検
討
し
た
結
果
、
積
極
的

な
勧
奨
は
で
き
な
い
も
の
の
、
接

種
対
象
者
及
び
そ
の
保
護
者
が
接

種
を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の

検
討
、
判
断
が
で
き
る
よ
う
接
種

に
つ
い
て
は
十
分
な
情
報
を
周
知

す
べ
き
と
判
断
し
、
令
和
２
年
８

月
か
ら
接
種
の
対
象
と
な
る
最
終

年
齢
の
女
子
の
保
護
者
に
対
し
、

定
期
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

と
厚
生
労
働
省
作
成
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
個
別
に
送
付
し
た
。

　
　
　

積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控

え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
方

へ
の
市
の
対
応
は
。

　
　
　

現
在
国
に
お
い
て
公
費
に

よ
る
接
種
機
会
の
提
供
に
向
け
て

の
議
論
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

国
の
方
針
が
決
ま
り
次
第
、
市
で

も
方
針
に
基
づ
い
て
対
応
す
る
。

答
弁

質
問

答
弁

菅原　行
あん

奈
な

　議員

　
　
　

数
カ
月
に
わ
た
り
待
機
を

し
て
い
る
児
童
が
い
る
。
そ
の
状

況
と
対
応
は
。

　
　
　

年
度
当
初
の
待
機
児
童
は

ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
年
度
途
中
の
入

所
が
で
き
ず
待
機
と
な
る
場
合
が

あ
り
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
最
適
な
入

所
選
考
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
入
所
選
考
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
。
今
後
も
必
要
な
保
育
人

材
の
確
保
に
向
け
た
環
境
の
整
備

等
、
引
き
続
き
課
題
解
決
に
努
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
入
所
で
き

な
か
っ
た
児
童
の
保
護
者
へ
の
対

応
や
説
明
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
形
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

循
環
型
商
品
券
に
つ
い
て

　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
概
要
、
そ
の
経
済
効
果
は
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内

の
中
小
企
業
者
等
の
支
援
と
地
域

経
済
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
実

施
し
た
。
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

販
売
の
ほ
か
、
子
育
て
世
帯
の
世

帯
主
と
、
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

等
介
護
手
当
受
給
者
、
特
別
障
害

者
手
当
等
受
給
者
に
は
別
途
購
入

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○こども園等保育施設の待機児童の措置は

○プレミアム付商品券事業の経済効果は

○働く場、雇用の創出の取り組みは

券
に
よ
る
販
売
を
行
い
、
令
和
３

年
度
の
発
行
部
数
は
１２
万
セ
ッ
ト
、

金
額
と
し
て
７
億
８
０
０
０
万
円

分
を
販
売
し
、
個
人
消
費
を
押
し

上
げ
る
効
果
の
ほ
か
、
生
産
、
流

通
段
階
に
お
い
て
も
相
当
の
波
及

効
果
が
あ
っ
た
。
地
域
通
貨
の
発

行
に
関
し
て
は
、
長
所
短
所
等
を

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
に
従
事
し

て
い
る
若
者
が
一
関
市
に
戻
っ
て

き
て
働
け
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘

致
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
は

若
い
方
の
地
元
定
着
に
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
市
へ
の
立
地
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
誘
致
を
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問

答
弁

子宮頸がんに関するリーフレット

登園する親子
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永澤　由
ゆ

利
り

　議員

　
　
　

米
価
下
落
と
肥
料
な
ど
の

高
騰
に
よ
り
米
づ
く
り
を
や
め
る

農
家
が
出
て
く
る
懸
念
が
あ
る
。

市
と
し
て
独
自
の
追
加
支
援
策
が

あ
る
か
伺
う
。

　
　
　

令
和
３
年
産
主
食
用
米
に

つ
い
て
、
販
売
数
量
に
応
じ
て
出

荷
経
費
相
当
額
を
補
助
す
る
も
の

と
し
た
。
米
価
の
安
定
的
な
維
持

を
図
る
た
め
に
は
、
国
レ
ベ
ル
で

の
根
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
東
北
市
長
会
を
通
じ

て
、
米
の
需
給
対
策
及
び
令
和
３

年
産
米
の
米
価
下
落
に
関
す
る
緊

急
要
望
を
行
っ
た
。

　
　
　

繁
殖
牛
生
産
者
へ
の
施
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

繁
殖
農
家
の
減
少
が
続
い

て
い
る
一
方
で
１
戸
当
た
り
の
飼

養
頭
数
が
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
傾

向
に
あ
る
。
国
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
に
よ
る
機
械
装
置
導
入
助
成

に
よ
り
肉
用
牛
の
優
良
素
牛
供
給

基
地
と
し
て
の
地
位
向
上
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

市
長
公
室
に
、
女
性
活
躍

推
進
室
と
若
者
活
躍
推
進
室
を
設

置
し
た
目
的
と
役
割
を
伺
う
。

　
　
　

施
策
の
総
合
企
画
と
庁
内

各
部
署
と
の
調
整
な
ど
を
分
掌
事

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○厳しさを増すコメ農家の支援策

○女性・若者活躍施策

○光ファイバの整備

務
と
し
て
い
る
。
こ
の
会
議
体
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検

討
状
況
に
応
じ
て
、
適
宜
変
更
可

能
な
も
の
と
し
て
会
議
を
開
催
し

て
い
く
。

光
回
線
工
事
進
捗
４６
％

サ
ー
ビ
ス
開
始
は
、
４
月
以
降

　
　
　

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
事
業
費

は
、
1４
億
６
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

令
和
３
年
１０
月
末
現
在
で

は
、
４６
％
の
進
捗
率
で
あ
る
。
整

備
区
域
の
住
民
の
方
が
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
時
期
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
か
ら
は
、
現
時
点
で
は
、
令
和

４
年
４
月
以
降
に
整
備
区
域
全
体

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と

い
う
回
答
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
す
る
。

質
問

答
弁

猪股　　晃
あきら

　議員

　
　
　

制
度
加
入
の
実
態
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

令
和
３
年
の
収
入
保
険
の

加
入
者
数
は
３
６
６
経
営
体
で
、

前
年
比
で
１
２
３
経
営
体
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
認
定
農

業
者
７
７
２
経
営
体
の
中
で
は
、

１
８
５
経
営
体
が
加
入
し
て
い
る
。

　
　
　

制
度
加
入
促
進
に
向
け
た

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

制
度
加
入
は
、
農
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

有
効
な
対
策
の
一
つ
と
捉
え
て
お

り
、
営
農
座
談
会
な
ど
に
よ
り
、

制
度
周
知
を
行
う
ほ
か
、
農
業
簿

記
講
習
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申
告
の
促

進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
期
間

を
区
切
っ
て
、
新
規
加
入
者
に
対

す
る
保
険
料
の
一
部
助
成
を
検
討

し
て
い
る
。

　
　
　

地
域
に
お
け
る
福
祉
、
介

護
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

地
域
住
民
が
自
主
的
に
取

り
組
む
介
護
予
防
活
動
を
推
進
し

て
お
り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
各
地
域
で
活
動
団
体

を
訪
問
し
、
高
齢
者
の
日
常
生
活

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
把
握
や
、

他
地
域
の
活
動
事
例
を
紹
介
す
る

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○農業経営収入保険制度の加入実態と市の対応

○地域づくりに対する取り組み

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

営
農
を
含
め
た
地
域
づ
く

り
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

自
治
会
や
集
落
営
農
組
織

な
ど
、
多
様
な
地
域
の
関
係
者
が

連
携
し
て
、
農
地
な
ど
の
保
全
や

農
業
振
興
と
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者

等
の
生
活
支
援
な
ど
に
か
か
わ
る

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
実
証

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地

域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
一
つ
の

手
法
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

自
治
会
等
の
育
成
を
ど
う

図
ろ
う
と
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　

自
治
会
や
各
種
団
体
が
抱

え
る
課
題
を
地
域
協
働
体
が
把
握

し
、
行
政
と
地
域
協
働
体
が
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
自
治
会
等
に
対

す
る
横
断
的
な
支
援
に
つ
な
が
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

令和４年和牛市場初せり

自治会長サミットワークショップ
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佐藤真
ま

由
ゆ

美
み

　議員

奨
学
金
補
助
制
度
の
拡
充
を

　
　
　

市
は
、
市
内
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
で
働
く
人
材
確
保

の
た
め
に
奨
学
金
補
助
制
度
を

行
っ
て
い
る
が
、
「
若
者
の
定
着

率
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
対
象
事
業
所
に
障
害
者
福
祉

施
設
を
追
加
す
べ
き
」
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　
　

障
害
者
福
祉
施
設
に
お
け

る
人
手
不
足
や
人
材
確
保
が
課
題

と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
介

護
現
場
、
福
祉
現
場
の
人
材
確
保

を
狙
い
と
し
た
も
の
。
年
度
途
中

で
は
あ
る
が
今
年
度
分
か
ら
対
象

に
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

侵
入
防
止
柵
補
助
金
の
増
額
を

　
　
　

有
害
獣
被
害
が
年
々
深
刻

化
し
て
い
る
。
国
の
グ
ル
ー
プ
柵

の
効
果
も
大
き
い
が
、
広
範
囲
に

囲
う
た
め
、
川
な
ど
か
ら
の
侵
入

が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
全
員

の
同
意
が
も
ら
え
ず
に
断
念
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
市
の
有
害
獣
侵

入
防
止
柵
設
置
補
助
金
の
増
額
を

求
め
る
。

　
　
　

全
体
的
な
被
害
を
減
ら
す

に
は
、
大
き
な
く
く
り
で
く
く
っ

て
い
く
ほ
う
が
農
作
物
被
害
等
を

減
ら
せ
る
。
主
は
グ
ル
ー
プ
柵
、

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○障害者福祉施設への支援強化を

○有害獣被害防止対策の拡充を

○コロナ禍の子供たちへの貧困対策を

そ
れ
を
補
完
す
る
市
の
独
自
事
業

と
い
う
よ
う
な
セ
ッ
ト
で
考
え
て

い
く
。

安
心
で
き
る
学
校
生
活
の
た
め
に

　
　
　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の

下
で
、
経
済
的
に
生
理
用
品
を
買

え
な
い
児
童
生
徒
が
い
る
。
小
中

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設

置
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

　
　
　

生
理
用
品
は
基
本
的
に
は

個
人
の
判
断
で
携
行
す
る
も
の
と

し
て
い
る
。
ト
イ
レ
へ
の
備
え
つ

け
は
考
え
て
い
な
い
。
生
活
困
窮

し
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
て

は
、
担
任
、
養
護
教
諭
、
女
性
教

諭
が
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

る
。
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

き
め
細
か
な
対
応
を
心
が
け
て
い

く
。

質
問

答
弁

岩渕　　優
まさる

　議員

農
業
用
水
源
確
保
の
新
た
な
施
策

は
　
　
　

就
農
後
、
環
境
や
気
候
変

動
等
に
よ
り
、
営
農
を
持
続
さ
せ

て
い
こ
う
と
し
て
も
、
予
期
せ
ぬ

課
題
や
問
題
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
る
。
園
芸
作
物
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
あ
る
農
家
で
は
、
近

年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
高
温
が

続
く
と
井
戸
水
が
不
足
し
、
作
物

に
生
理
障
害
が
発
生
し
、
品
質
や

収
穫
量
に
影
響
が
出
る
と
の
こ

と
。
水
源
確
保
の
工
事
費
用
は
高

額
で
負
担
が
大
き
い
。
農
業
の
担

い
手
の
労
働
意
欲
の
向
上
、
農
業

経
営
の
持
続
化
の
た
め
に
、
農
業

用
の
水
源
確
保
に
対
す
る
助
成
を

す
る
新
た
な
施
策
が
必
要
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
用
水
源
確
保
に
対
す

る
市
独
自
の
新
規
事
業
を
創
設
す

る
予
定
は
な
い
。

農
業
観
は

　
　
　

農
業
に
は
、
「
暮
ら
し
と

し
て
の
農
業
」
と
、
「
産
業
と
し

て
の
農
業
が
あ
る
」
と
考
え
る
。

当
市
と
し
て
も
、
明
確
な
目
標
を

持
ち
、
達
成
に
向
け
た
施
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
農
業
振
興
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

質
問

答
弁

質
問

○農業振興施策は

○有害鳥獣捕獲活動に対する支援の充実は

る
。
市
長
の
農
業
観
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
産
業
を
目
指
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

　
　
　

当
市
も
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
急
増
し

て
い
る
。
こ
の
被
害
の
防
止
や
軽

減
の
た
め
に
、
有
資
格
者
等
に
よ

る
有
害
獣
の
捕
獲
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
特
に
も
有
害
獣
の
捕
獲
活

動
は
大
変
で
あ
る
。
捕
獲
単
価
を

増
額
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
単
価

の
増
額
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
か

ら
も
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

他
の
自
治
体
の
状
況
、
当
市
の
現

在
の
対
策
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
増
額
を
検
討
し
て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

畑を荒らす鹿

春作業が始まったビニールハウス
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小山　雄
ゆう

幸
こう

　議員

　
　
　

結
婚
を
希
望
し
て
い
る
方

へ
、
市
が
行
っ
て
い
る
支
援
は
。

　
　
　

市
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
約
７
割
が
結
婚
し
た

い
、
で
き
れ
ば
結
婚
し
た
い
と
回

答
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
と
に
、
結
婚
に
対
す
る
意
識

や
考
え
方
を
見
つ
め
直
す
機
会
の

創
出
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
の
出

会
い
の
場
の
創
出
事
業
、
結
婚
を

希
望
す
る
方
の
相
談
支
援
を
す
る

縁
結
び
支
援
員
事
業
、
４
市
町
合

同
婚
活
事
業
、
新
婚
世
帯
へ
の
助

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

結
婚
活
動
支
援
事
業
の
今

後
の
進
め
方
は
。

　
　
　

結
婚
に
向
け
て
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
出
会
い
の
場
の
創
出
や

縁
結
び
支
援
員
に
よ
る
相
談
体
制

な
ど
、
結
婚
に
つ
な
が
る
施
策
を

効
果
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、

結
婚
活
動
支
援
事
業
の
あ
り
方
を

見
直
す
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
を
導
入
し
て
い
る
岩
手
県
と

の
連
携
や
、
企
業
や
団
体
へ
働
き

か
け
、
結
婚
の
可
能
性
が
広
が
る

よ
う
な
出
会
い
の
場
の
創
出
に
取

り
組
む
。
既
存
の
４
市
町
で
の
婚

活
事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
他
の

隣
接
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○結婚支援の取り組みは

○高齢者支援は

も
検
討
す
る
。

　
　
　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ

の
支
援
策
は
。

　
　
　

在
宅
高
齢
者
の
社
会
参
加

と
交
流
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し

た
在
宅
高
齢
者
福
祉
乗
車
券
の
交

付
、
急
病
や
火
災
な
ど
の
緊
急
時

に
通
報
す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

端
末
機
の
貸
与
、
日
常
的
に
食
生

活
へ
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
へ

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
自
立
し
た
生

活
を
営
め
る
支
援
を
し
て
い
る
。

　
　
　

令
和
４
年
度
に
新
た
な
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入

を
計
画
し
て
い
る
地
域
は
。

　
　
　

室
根
地
域
を
３
地
区
に
分

け
、
各
地
区
か
ら
室
根
の
中
心
部

ま
で
を
運
行
区
間
と
し
、
令
和
４

年
５
月
か
ら
試
験
運
行
を
実
施
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

佐藤敬
けい

一
いち

郎
ろう

　議員

　
　
　

中
東
北
の
拠
点
都
市
づ
く

り
、
な
か
な
か
拠
点
都
市
の
姿
が

見
え
な
い
。
拠
点
都
市
づ
く
り
の

強
力
な
戦
略
は
。

　
　
　

近
隣
自
治
体
と
連
携
し
子

育
て
支
援
や
雇
用
対
策
、
産
業
振

興
な
ど
人
や
物
の
流
れ
を
育
む
圏

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
高
み
を
目
指
し
努
力
を
重

ね
て
い
く
。

　
　
　

栗
登
一
平
広
域
連
携
に
お

い
て
栗
原
市
、
登
米
市
へ
の
市
バ

ス
の
相
互
乗
り
入
れ
は
。

　
　
　

栗
原
市
、
登
米
市
は
そ
れ

ぞ
れ
市
民
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
お
り
、

市
営
バ
ス
の
路
線
延
長
と
あ
わ
せ

既
存
の
バ
ス
運
行
な
ど
を
活
用
し

た
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
を
４
市
町
連
携
の
中
で
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

花
と
泉
の
公
園
の
生
産
温

室
改
修
工
事
を
行
い
、
ベ
ゴ
ニ
ア

を
ベ
ゴ
ニ
ア
館
か
ら
移
設
し
、
花

卉
販
売
施
設
を
令
和
３
年
９
月
11

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
し
か
し
９

月
末
に
閉
園
し
た
そ
の
理
由
は
。

　
　
　

生
産
温
室
Ｂ
棟
の
床
面
積

の
３
分
の
２
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
と
し
、
令
和
３
年
９
月
に
花
の

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○市政の方針と政治姿勢は

○花と泉の公園の花卉販売施設閉館の理由は

○寒波、豪雪の今後の予測と影響は

展
示
販
売
機
能
を
持
た
せ
た
ガ
ー

デ
ン
ハ
ウ
ス
Ｐ
ｏ
ｔ
ｔ
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。
こ
の
施
設
は
不
特
定

多
数
の
方
が
利
用
す
る
た
め
、
建

築
基
準
法
で
は
建
築
物
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
り
構
造
上
の
制
限
が

加
わ
る
と
と
も
に
、
消
防
法
に
基

づ
く
屋
内
消
火
栓
設
備
や
自
動
火

災
報
知
器
な
ど
の
消
防
用
設
備
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
オ
ー
プ
ン
後

に
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
消
防
用

設
備
を
設
け
る
な
ど
は
構
造
上
困

難
で
あ
る
た
め
、
花
卉
の
販
売
施

設
は
閉
館
し
た
。

　
　
　

寒
波
、
豪
雪
の
今
後
の
予

測
と
影
響
は
。

　
　
　

寒
波
、
豪
雪
の
影
響
は
農

業
経
営
の
圧
迫
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
適
切
に
対
応
す
る
。

質
問

答
弁

わかりづらい所にある掲示　なのはなプラザ４F

行政対応の誤りで20日間余りで閉店したガ−デンハウスPott
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千葉　信
のぶ

吉
よし

　議員

　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
跡
地
利
活
用
に
お

い
て
立
地
場
所
の
土
地
優
位
性
を

考
え
る
と
、
市
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

下
に
置
く
べ
き
と
考
え
る
。
取
得

に
向
け
た
課
題
と
考
え
方
は
。

　
　
　

市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
に
対
処
す
る
た
め
、
雇

用
を
生
み
出
す
場
、
雇
用
を
つ
く

り
出
す
場
と
し
て
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
取
得
と

い
う
言
葉
は
使
っ
て
こ
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
取
得
を
目
指
し
て
事

務
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
東
西
整
備

促
進
は
、
次
世
代
を
見
据
え
必
要

と
考
え
る
。
将
来
像
を
持
っ
た
整

備
等
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

考
え
る
上
で
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
現
在
Ｎ

Ｅ
Ｃ
跡
地
は
、
工
業
地
域
と
し
て

用
途
を
指
定
し
て
い
る
が
、
製
造

業
な
ど
の
工
場
誘
致
だ
け
で
は
な

く
、
多
様
な
業
種
や
施
設
か
ら
雇

用
を
生
み
出
す
場
と
し
て
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
土
地
利
用

の
現
状
や
動
向
を
踏
ま
え
た
用
途

地
域
の
見
直
し
の
検
討
は
も
と
よ

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○NEC跡地利活用含めた駅周辺整備

○特定外来種植物の対策は

り
、中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

検
討
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

特
定
外
来
植
物
に
よ
る
在

来
植
物
な
ど
へ
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
駆
除
な
ど
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
の
か
。

　
　
　

外
来
植
物
の
群
生
範
囲
の

拡
大
に
よ
り
、
在
来
種
が
駆
逐
さ

れ
、
ひ
い
て
は
生
態
系
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
危
惧
を
し

て
い
る
。
現
在
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
の
も
と
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
草
刈
り
作
業
に
よ
っ
て
駆

除
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
に
お
い
て
も
行
政
や
関

係
機
関
、
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が

主
体
性
を
持
っ
て
、
必
要
な
情
報

提
供
に
よ
り
駆
除
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。

質
問

答
弁

齋藤　禎
よし

弘
ひろ

　議員

米
価
下
落
に
つ
い
て

　
　
　

今
年
の
米
価
下
落
の
影
響

は
。

　
　
　

前
年
と
比
較
し
た
減
収
額

は
集
荷
見
込
み
か
ら
試
算
し
、
約

６
億
８
０
０
０
万
円
、
県
の
試
算

に
よ
れ
ば
市
内
の
９８
・
４
％
を
占

め
る
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
経
営

体
が
全
て
赤
字
で
あ
る
。

　
　
　

閣
議
決
定
さ
れ
た
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
で
さ
ら
な
る
支
援

策
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
　

交
付
金
の
趣
旨
に
沿
っ
た

形
で
使
途
を
考
え
て
い
く
。

学
校
給
食
無
償
化
の
実
現
は

　
　
　

一
関
市
の
給
食
費
の
実
態

は
。
県
内
に
お
け
る
給
食
費
無
償

化
等
の
実
態
と
、
一
関
市
に
お
け

る
無
償
化
の
実
現
は
。

　
　
　

年
額
で
、
小
学
校
が
４
万 

７
４
３
０
円
、
中
学
校
が
５
万 

５
１
０
４
円
、
本
年
度
で
総
額
約

３
億
８
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
県

内
３３
自
治
体
の
う
ち
、
小
中
学
校

で
無
償
化
の
実
施
は
３
自
治
体
、

一
部
公
費
負
担
が
５
自
治
体
。
当

市
で
は
市
内
の
児
童
生
徒
数
が
約

７
６
０
０
人
お
り
、
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
与
え
る
影
響
が
極
め

て
大
き
い
た
め
、
一
部
補
助
を
含

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○米価下落に対する支援策は

○学校給食無償化の実現は

○消防団の処遇改善は

め
困
難
な
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　
　

無
償
化
は
人
口
減
少
対
策

と
し
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
は
。

　
　
　

毎
年
度
決
ま
っ
た
額
が
寄

附
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
難

し
い
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　
　
　

消
防
団
の
処
遇
の
実
態
と

引
き
上
げ
は
。

　
　
　

年
額
報
酬
が
団
員
で

２
万
５
０
０
０
円
、
出
動
報
酬
が

１
回
に
つ
き
水
災
４
４
０
０
円
、

火
災
２
５
０
０
円
、
訓
練
警
戒
が

２
２
０
０
円
。
現
在
、
消
防
庁
長

官
通
知
に
基
づ
き
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　

屯
所
へ
の
冷
暖
房
設
備
の

設
置
は
。

　
　
　

消
防
団
補
助
金
の
活
用
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

素直に喜べなかった稲刈り

まちづくりのかなめ、NEC跡地

第68号　令和4年3月1日 市議会だより15

一

般

質

問



那須　　勇
いさむ

　議員

道
の
駅
整
備
計
画
は

　
　
　

ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
進
め
る
か
、
国
が
認
定
す
る
広

域
的
な
防
災
拠
点
機
能
を
持
つ

「
防
災
道
の
駅
」
を
目
指
す
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　

基
本
計
画
の
中
で
、
地
域

資
源
の
活
用
、
魅
力
を
発
信
、
多

方
面
の
交
流
の
拠
点
、
地
域
の
購

買
力
の
強
化
、
災
害
時
に
防
災
の

拠
点
と
な
る
施
設
等
を
掲
げ
て
お

り
、
県
の
助
言
を
得
な
が
ら
、「
防

災
道
の
駅
」
の
選
定
を
目
指
し
基

本
設
計
を
進
め
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は

　
　
　

放
課
後
に
子
供
を
安
全
安

心
な
場
所
に
預
け
た
い
子
育
て
世

帯
が
ふ
え
て
お
り
、
少
子
化
で
児

童
数
は
減
少
し
て
い
る
中
で
も
、

利
用
者
は
今
後
も
ふ
え
る
見
込
み

と
思
う
が
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

現
在
、
定
員
を
超
え
て
入

所
の
希
望
が
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
が

あ
る
ほ
か
、
支
援
員
や
事
務
員
が

不
足
し
て
運
営
の
継
続
に
苦
慮
し

て
お
り
、
運
営
に
必
要
な
人
材
や

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
開
所
時
間
の
延
長
等
に

対
応
し
て
お
り
、
今
後
も
学
校
、

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○渋民バイパス沿いの道の駅整備計画は

○放課後児童クラブの運営は

○大東地域統合中学校の地域とのかかわりは

保
護
者
、
地
域
の
方
々
な
ど
関
係
者

と
協
議
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
運
営
し
て
い
く
。

学
校
統
合
の
推
進
は

　
　
　

統
合
に
よ
り
地
域
と
の
か

か
わ
り
が
薄
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

地
域
の
思
い
を
酌
ん
で
統

合
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、非
常
に
大
事
な
点
と
考
え
る
。

統
合
前
に
新
し
い
中
学
校
の
地
域

活
動
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、
生

徒
の
地
域
活
動
や
地
域
行
事
と
の

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
く
予
定

と
し
て
い
る
。
学
校
運
営
協
議
会

を
機
能
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
学
校

と
地
域
が
一
緒
に
地
域
の
こ
と
、

学
校
の
こ
と
を
考
え
る
組
織
を
つ

く
っ
て
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

佐藤　幸
ゆき

淑
とし

　議員

　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

目
的
は
、
単
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で

な
く
論
理
的
思
考
力
や
創
造
性
、

問
題
解
決
能
力
な
ど
の
育
成
と
さ

れ
て
い
る
が
、
当
市
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　

学
習
指
導
要
領
に
例
示
さ

れ
て
い
る
教
科
等
の
単
元
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
授
業
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
小

学
校
の
算
数
の
授
業
に
お
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
正
多
角
形
を
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
よ
り
、
よ
り
正
確
に
速

く
描
い
た
り
、
中
学
校
に
お
い
て

は
光
セ
ン
サ
ー
を
用
い
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
計
測
や
制
御
を

通
し
て
、
論
理
的
思
考
力
を
育
成

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
便
利
さ

に
気
づ
か
せ
る
学
習
を
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
学
習
指
導
要
領

に
例
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
も
、
各
教
科
等
で
取
り
上
げ

実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　
　
　

市
長
は
人
口
減
少
対
策
に

は
、
ま
ず
は
働
く
場
を
ふ
や
す
、

そ
し
て
稼
ぐ
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
だ
、
さ
ら
に
は
多
様
性
の
あ

る
産
業
構
造
や
働
き
方
の
実
現
を

支
援
し
て
い
く
と
言
わ
れ
た
が
、

質
問

答
弁

質
問

○プログラミング教育の現状は

○シニア世代の起業及び就職の支援を

当
市
に
お
け
る
シ
ニ
ア
世
代
の
起

業
及
び
就
職
支
援
を
伺
う
。

　
　
　

長
寿
社
会
と
な
っ
た
今
、

現
在
の
定
年
制
と
年
金
制
度
だ
け

で
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く

の
は
無
理
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
積
み
、
社
会
の
中
核
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
方
々
に
は
仕
事

の
面
で
も
輝
い
て
い
た
だ
き
た
い

思
い
で
あ
る
。
仕
事
の
種
類
や
働

き
方
の
多
様
性
、
あ
る
い
は
働
く

場
所
の
数
、
い
ず
れ
の
面
に
お
い

て
も
女
性
や
若
者
に
限
っ
た
話
で

は
な
く
シ
ニ
ア
世
代
の
仕
事
に
も

い
え
る
こ
と
。
シ
ニ
ア
世
代
の
雇

用
の
場
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
み
ず
か
ら
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
る
起
業
に
つ
い
て
も
、

環
境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

答
弁

プログラミング教育に期待

大東地域統合中学校の統合（写真は大東中学校校舎）
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千葉　栄
えい

生
き

　議員

　
　
　

協
会
け
ん
ぽ
の
２
倍
に
も

な
る
高
す
ぎ
る
国
保
税
、
市
長
の

認
識
を
伺
う
。

　
　
　

被
保
険
者
の
平
均
所
得
が

他
の
医
療
保
険
と
比
べ
て
比
較
的

低
い
こ
と
か
ら
、
保
険
税
の
負
担

割
合
が
高
く
な
る
。
協
会
け
ん
ぽ

よ
り
そ
の
負
担
率
は
重
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

市
民
生
活
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
中
、
行
政
と
し
て
国
保
世
帯

へ
支
援
で
き
な
い
か
。

　
　
　

生
活
の
維
持
が
困
難
な
場

合
の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
る
が

制
度
の
構
造
的
な
課
題
は
、
市
独

自
で
解
決
は
難
し
い
た
め
、
引
き

続
き
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て

国
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　

国
で
は
、
国
保
税
の
軽
減

策
と
し
て
未
就
学
児
の
均
等
割
を

半
額
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
市
独
自
の
減
免
制
度
に
よ
り
、

均
等
割
軽
減
を
拡
大
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

国
に
お
い
て
制
度
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
対
象
年
齢
の
引
き

上
げ
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　

原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
影

響
を
受
け
る
市
民
と
事
業
者
か
ら

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

○国保世帯へ支援策を

○原油価格高騰への支援策を

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域

経
済
を
守
る
観
点
か
ら
支
援
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　

原
油
価
格
の
高
騰
が
続
け

ば
、
重
大
な
影
響
が
出
て
く
る
と

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
状
況

把
握
に
努
め
、
支
援
策
の
必
要
性

を
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　

市
民
が
利
用
し
て
い
る
指

定
管
理
施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
へ

の
暖
房
費
へ
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
。

　
　
　

指
定
管
理
施
設
に
お
い
て

は
年
間
で
の
収
支
全
体
の
見
込
み

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
支
援
の
必
要

性
を
判
断
す
る
。
民
間
の
福
祉
施

設
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
状
況

把
握
に
努
め
、
支
援
の
必
要
性
を

判
断
し
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

会議等出席状況
10月から12月までの通常会議・常任委員会・特別委員会等について出席状況をまとめたものです。

数字は、各議員が出席した回数です。

議員氏名

会議名

開

催

総

日

数

勝　

浦　

伸　

行

千　

葉　

幸　

男

小　

岩　

寿　

一

岩　

渕　
　
　

優

那　

須　
　
　

勇

千　

葉　

栄　

生

齋　

藤　

禎　

弘

佐　

藤　

真
由
美

佐
々
木　

久　

助

菅　

原　

行　

奈

門　

馬　
　
　

功

岩　

渕　

典　

仁

佐　

藤　

幸　

淑

永　

澤　

由　

利

佐　

藤　

敬
一
郎

猪　

股　
　
　

晃

千　

葉　

信　

吉

岡　

田　

も
と
み

小　

山　

雄　

幸

千　

田　

恭　

平

佐　

藤　
　
　

浩

沼　

倉　

憲　

二

千　

葉　

大　

作

武　

田　

ユ
キ
子

千　

田　

良　

一

小
野
寺　

道　

雄

第87回10月招集会議 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

第88回11月臨時会議 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

第89回11月臨時会議 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

第90回12月通常会議 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

総務常任委員会 5 5 5 5 5 5 5 5 5

産業建設常任委員会 3 3 3 3 3 3 3 3 3

教育民生常任委員会 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

広聴広報委員会 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5

治水対策特別委員会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

議員全員協議会 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2

議会運営委員会 6 6 6 6 6 6 6 5 4 6

議会運営委員会（議会改革） 1 1 1 1 1 1 1 1 1

わが国の公的医療制度のしくみ
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補

正

予

算

〇
議
案
第
１
１
７
号　

令
和
３

年
度
一
関
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
費
及
び
観
光
宿

泊
施
設
等
緊
急
対
策
事
業
費
補

助
金
の
増
額
、
米
生
産
緊
急
支

援
事
業
費
補
助
金
の
追
加
な

ど
、
所
要
の
補
正
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
　
　

飲
食
店
応
援
事
業
費
補

助
金
１
７
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
飲
食
店
が
大
変
な

状
況
に
あ
る
中
、
本
予
算
で
十

質
疑 　

一
関
市
議
会
第
88
回
11
月
臨
時
会
議
を
、
11
月
９
日
の
１
日
間
の
会
議
期
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
臨
時
会
議
で
は
、
報
告
１
件
、
議
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
議
案
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

に
つ
い
て
、
賛
成
満
場
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
藤
市
長
か
ら
、
女
性
や
若
者
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
形
成
に
向
け
、
女
性
活
躍
推
進
室

及
び
若
者
活
躍
推
進
室
を
11
月
１
日
付
で
設
置
し
た
等
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

分
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

飲
食
店
の
状
況
等
を
確 

認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
今
後
も
対

策
を
打
っ
て
い
く
用
意
は
あ
る
。

　
　
　

飲
食
店
応
援
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
対
象
事
業
者

の
拡
大
や
要
件
緩
和
を
検
討
し

た
か
。

　
　
　

地
域
経
済
活
動
の
回
復

を
主
眼
と
し
て
お
り
、
安
全
な

環
境
で
の
飲
食
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
感
染
対
策
を
と
る
県

の
認
証
店
に
対
象
者
を
限
定
し

て
い
る
。

　
　
　

商
店
街
需
要
喚
起
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
、
補
助
対

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

象
経
費
と
補
助
率
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

対
象
経
費
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
に
関
す
る
経
費
、
及

び
景
品
に
よ
る
販
売
促
進
に
係

る
費
用
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
や
割
引
ク
ー
ポ
ン
券
に
係
る

費
用
、
感
染
症
対
策
に
係
る
費

用
を
想
定
し
、
補
助
率
は
１０
分

の
１０
で
あ
る
。

　
　
　

米
生
産
緊
急
支
援
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
、
対
象
農

家
と
、
補
助
単
価
の
設
定
根
拠

は
。
ま
た
、
米
価
下
落
等
の
農

業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
、
収
入
保
険
制
度
加
入

に
対
す
る
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

対
象
農
家
は
米
販
売
農

家
で
、
出
荷
経
費
支
援
と
し

て
、
検
査
手
数
料
３１
円
と
、
紙

袋
代
９０
円
の
合
計
額
１
２
１
円

を
補
助
単
価
と
し
て
お
り
、
１０

ア
ー
ル
当
た
り
に
換
算
す
る
と

答
弁

質
疑

答
弁

２
１
３
７
円
の
補
助
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
制
度
加
入
は
、
農

業
経
営
の
安
定
に
非
常
に
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

米
生
産
緊
急
支
援
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
、
出
荷
経

費
を
補
助
対
象
と
し
た
検
討
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

販
売
額
減
少
を
考
慮

し
、
作
付
面
積
で
は
な
く
販
売

数
量
に
応
じ
た
支
援
と
し
た
。

　
　
　

米
価
下
落
に
伴
う
農
家

経
営
へ
の
影
響
額
等
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
と
集

荷
業
者
へ
の
出
荷
見
込
み
数
量

を
元
に
計
算
す
る
と
、
市
全
体

で
６
億
８
０
０
０
万
円
ほ
ど
の

減
収
と
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、

県
の
試
算
で
は
、
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
未
満
の
農
家
は
収
支
が
マ
イ

ナ
ス
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　

米
価
下
落
等
へ
の
対
策

と
な
る
ナ
ラ
シ
対
策
と
収
入
保

険
制
度
へ
の
加
入
農
家
は
全
農

家
の
何
割
く
ら
い
か
。

　
　
　

令
和
３
年
で
は
、
ナ
ラ

シ
対
策
の
加
入
者
が
２
１
０
経

営
体
、
収
入
保
険
の
加
入
者
が

３
６
６
経
営
体
で
、
水
稲
の
作

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

付
面
積
が
合
計
で
２
０
９
０
へ

ク
タ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

米
作
付
面
積
の
カ
バ
ー
率
で
見

る
と
約
４
割
と
な
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
接
種
の
予
約
の
対
応

と
接
種
券
の
様
式
、
転
入
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

予
約
に
つ
い
て
は
、
ハ

ガ
キ
に
よ
り
通
知
し
、
接
種
場

所
と
日
時
の
指
定
を
希
望
さ
れ

る
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
場
所
と

日
時
を
指
定
す
る
方
法
を
採
用

し
た
い
。
ま
た
、
接
種
券
は
、

シ
ー
ル
様
式
で
は
な
く
、
予
診

票
と
接
種
券
を
同
じ
１
枚
の
紙

に
し
て
、
必
要
事
項
を
印
刷
し

て
送
付
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
転
入
者
へ
は
、

転
入
さ
れ
る
際
に
市
民
課
で
チ

ラ
シ
等
を
配
付
し
て
、
手
続
き

を
案
内
し
て
い
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

専

決

処

分

〇
報
告
第
21
号　

新
花
泉
小
学

校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
等
杭
基

礎
工
事
の
請
負
契
約
の
変
更
に

関
す
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て

質
疑

答
弁

議

審

案

議
審
議
し
た
主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
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条

例

の

改

正

〇
議
案
第
１
１
８
号　

一
関
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
一
関
市
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
が
勧
告

し
た
岩
手
県
職
員
の
給
与
改
定

に
準
じ
て
、
一
般
職
の
職
員
及

び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　
　
　

給
与
改
定
に
つ
い
て
、

国
の
人
事
院
勧
告
の
内
容
で
は

な
く
、
岩
手
県
の
人
事
委
員
勧

告
に
基
づ
い
て
引
き
下
げ
る
こ

質
疑 　

一
関
市
議
会
第
89
回
11
月
臨
時
会
議
を
、
11
月
30
日
の
１
日
間
の
会
議
期
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
臨
時
会
議
で
は
、
報
告
１
件
、
議
案
４
件
、
発
委
１
件
が
上
程
さ
れ
、
条
例
の
改
正
３
件
、
及
び

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
、
発
委
１
件
に
つ
い
て
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

と
に
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

岩
手
県
に
準
じ
て
給
与
を
改
定

し
て
き
て
お
り
、
同
様
の
対
応

と
し
た
。

（
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
１
９
号　

一
関
市

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長

の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
２
１
号　

一
関
市

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

答
弁

　

職
員
に
よ
る
酒
気
帯
び
運
転

に
関
し
、
市
政
の
最
終
責
任
者

と
し
て
の
市
長
の
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
令
和
３
年
１２

月
分
の
給
料
の
１
０
０
分
の
１０

を
減
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

補

正

予

算

〇
議
案
第
１
２
０
号　

令
和
３

年
度
一
関
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

　

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育

長
、
並
び
に
一
般
職
の
職
員
の

給
与
改
定
等
に
伴
う
給
与
費
の

減
額
、
並
び
に
暖
房
費
助
成
金

交
付
事
業
費
、
女
性
活
躍
推
進

事
業
費
及
び
若
者
活
躍
推
進
事

業
費
の
追
加
な
ど
、
所
要
の
補

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　

女
性
活
躍
推
進
事
業
費

と
若
者
活
躍
推
進
事
業
費
に
つ

い
て
、
事
業
実
施
の
背
景
を
伺

う
。

　
　
　

人
口
減
少
下
に
お
い

質
疑

答
弁

て
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、

な
お
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

若
者
、
女
性
、
そ
し
て
若
手
農

業
者
の
皆
さ
ん
が
活
躍
で
き
る

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
感
じ
事
業
実
施
す
る
。

　
　
　

女
性
・
若
者
活
躍
推
進

事
業
等
の
会
議
委
員
の
選
考
方

法
と
、
事
業
成
果
と
し
て
期
待

す
る
こ
と
を
伺
う
。

　
　
　

若
者
と
女
性
委
員
に
つ

い
て
は
、
実
践
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
方
々
を
私
的
に
人

選
、
農
業
版
に
つ
い
て
は
、
法

人
組
織
か
ら
適
任
者
を
探
し
て

人
選
し
た
。
長
期
的
視
点
の
取

り
組
み
と
、
新
年
度
当
初
予
算

で
の
取
り
組
み
に
分
け
て
、
一
緒

に
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

女
性
・
若
者
活
躍
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
先
行
し
た
取

り
組
み
後
の
予
算
措
置
と
議
会

説
明
と
感
じ
る
が
、
予
算
と
施

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
基
本

的
な
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　

時
間
的
な
猶
予
が
な
い

中
、
話
し
合
い
先
行
と
な
っ
た

が
、
出
て
き
た
意
見
を
予
算
や

施
策
に
反
映
す
る
明
確
な
仕
組

み
は
ま
だ
な
く
、
あ
く
ま
で
、

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

懇
談
の
場
と
位
置
づ
け
た
も
の

で
あ
り
、
今
後
の
会
議
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
委
員
に
認
識
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
議

会
に
対
し
、
今
後
の
対
応
を
説

明
し
、
予
算
を
提
案
す
る
と
の

考
え
に
立
っ
た
対
応
で
あ
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

発

委

〇
発
委
第
９
号　

一
関
市
議
会

の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

提
出
者　

議
会
運
営
委
員
長

佐　

藤　
　
　

浩

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

準
じ
て
、
特
別
職
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
議
会
議
員
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
同
様
に

引
き
下
げ
る
改
正
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

専

決

処

分

〇
報
告
第
22
号　

道
路
の
管
理

に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
に

関
す
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て

議

審

案

議
審
議
し
た
主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
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総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
次
の
１２
の
項
目
を
調
査
す
る

こ
と
と
し
、
３
日
間
に
わ
た
り
当
局
よ

り
説
明
を
受
け
た
。

◆
11
月
18
日

　

（
総
務
部
、
選
挙
管
理
委
員
会
）

・ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
廃
止

施
設
の
現
状
に
つ
い
て

・ 

行
財
政
改
革
の
検
証
に
つ
い
て

・ 

光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
の
状
況
と
利

用
ま
で
の
見
通
し
に
つ
い
て

・ 

デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・ 

投
票
率
向
上
へ
の
高
校
生
へ
の
取
り

組
み
と
課
題
に
つ
い
て

◆
12
月
３
日

　

（
総
務
部
、
市
長
公
室
）

・ 

市
民
所
得
（
税
収
）
の
現
状
に
つ
い
て

・ 

危
機
管
理
の
現
状
に
つ
い
て

・ 

施
策
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

◆
12
月
1４
日

　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
、
消
防
本
部
）

・ 

地
域
づ
く
り
の
現
状
に
つ
い
て

・ 

指
定
管
理
に
よ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

・ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・ 

防
災
、
避
難
所
に
関
す
る
取
り
組
み

と
課
題
に
つ
い
て

　

各
課
題
と
も
市
民
生
活
に
か
か
わ
る

重
要
な
案
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
課
題
の
内
容
を
調
査
し
、
事
業
の

効
果
や
市
民
の
視
点
な
ど
か
ら
、
改
善

を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
、

委
員
会
で
の
議
論
を
進
め
、
提
言
と
し

て
と
り
ま
と
め
成
果
に
結
び
つ
け
た
い
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
議
員
定

数
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
前
期
ま
で
の
産

業
経
済
常
任
委
員
会
と
建
設
常
任
委
員

会
を
一
つ
に
再
編
し
、
今
期
か
ら
発
足

し
た
常
任
委
員
会
で
あ
る
。
１１
月
９
日

と
１２
月
１３
日
に
開
催
し
た
会
議
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１１
月
９
日
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
商
工
業
者
の
影
響

に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
の
協
力
を
得

て
実
施
し
た
市
内
業
者
に
対
す
る
経
営

実
態
調
査
結
果
か
ら
、
全
業
種
と
も
影

響
を
受
け
て
お
り
、
特
に
宿
泊
業
、
飲

食
業
を
中
心
に
影
響
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
や
、
支
援
策
と
し
て
は
、
中
小
企

業
経
営
継
続
支
援
給
付
金
が
最
も
有
効

で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
人
材
不
足
な
ど

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

次
に
、
米
価
の
下
落
に
つ
い
て
、
市

内
農
家
の
影
響
額
、
米
価
変
動
に
対
応

し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対

策
）
と
収
入
保
険
に
よ
る
補
填
が
あ
る

が
、
全
主
食
用
米
作
付
面
積
に
対
す
る

カ
バ
ー
率
が
３９
％
と
低
く
加
入
要
件
や

保
険
料
の
負
担
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
１２
月
通
常
会
議
に

提
案
さ
れ
た
建
築
基
準
法
に
関
す
る
手

数
料
条
例
の
改
正
案
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　

１２
月
１３
日
に
は
、
一
関
市
工
業
振
興

計
画
（
令
和
４
年
度
〜
８
年
度
）、
一

関
市
農
林
業
振
興
計
画
（
令
和
３
年
度

〜
７
年
度
）
の
２
つ
の
計
画
案
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
目
標
や
指
標
の
設
定

の
考
え
方
等
の
質
疑
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

委員会の様子

委員会の様子

常任委員会活動報告

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　

沼
　
倉
　
憲
　
二

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　

小
野
寺
　
道
　
雄
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●
１０
月
２９
日
、
教
育
委
員
会
か
ら
、

・ 

新
花
泉
小
学
校
杭
基
礎
工
事
に
お
い

て
、
建
設
汚
泥
の
再
生
処
理
に
係
る

工
事
費
を
減
額
す
る
こ
と

・ 

新
沼
小
学
校
を
閉
校
し
、
藤
沢
小
学

校
に
編
入
統
合
す
る
。
統
合
の
時
期

は
令
和
５
年
４
月
を
目
指
す
こ
と

・ 

一
関
地
域
の
市
立
幼
稚
園
７
園
を
統

廃
合
し
、
３
園
と
す
る
。
時
期
は
令

和
５
年
４
月
を
目
指
す
こ
と

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
、
質
疑
・
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

●
１１
月
９
日
、
保
健
福
祉
部
か
ら
、
一

関
市
立
田
河
津
児
童
館
を
令
和
４
年
３

月
末
を
も
っ
て
閉
園
す
る
こ
と
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

●
１２
月
１７
日
、
市
民
環
境
部
か
ら
、

・ 

一
関
市
空
家
等
対
策
計
画
の
概
要
と

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
状
況
、
特

定
空
家
へ
の
対
応
状
況

・ 

現
在
２
カ
所
あ
る
一
関
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
相
談
室
を
１
カ
所
に
集
約

す
る
こ
と

・ 

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
被
災
者
の
一
部
負
担
金
免
除
制

度
を
令
和
４
年
１
月
以
降
は
終
了
す

る
こ
と

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
、
質
疑
・
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

●
１
月
１２
日
、
当
市
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。
保
育
士
な
ど
の
人
材
も
不
足
し
て

い
る
。
待
機
児
童
は
、
可
能
な
限
り
ゼ

ロ
に
近
づ
け
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
委
員
か
ら
は
、
保
護
者
に
さ
ら
に

寄
り
添
い
、
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
と
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

●
広
聴
広
報
委
員
会
に
つ
い
て

　

改
選
後
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
、

今
任
期
よ
り
、
議
会
報
編
集
特
別
委
員

会
か
ら
広
聴
広
報
委
員
会
が
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。広
聴
広
報
委
員
会
は
、

必
要
な
時
に
設
置
す
る
特
別
委
員
会
で

は
な
く
、
議
会
の
広
聴
、
広
報
機
能
を

強
化
す
る
た
め
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た

常
任
委
員
会
で
す
。

　

広
聴
広
報
委
員
は
総
務
、教
育
民
生
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
も
属
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
常
任
委

員
会
と
異
な
り
市
の
所
掌
事
務
を
所
管

す
る
の
で
は
な
く
、
議
会
の
広
聴
広
報

機
能
を
高
め
る
た
め
、み
ず
か
ら
協
議
、

検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行
に
留
ま

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
声
を
聴

く
こ
と
、
そ
し
て
議
会
活
動
を
明
ら
か

に
し
、
市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大

き
な
役
割
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
委
員
全
員
で
活
発
な
議
論
を
交

わ
し
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
市
議
会

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
議
会
だ
よ
り
第
６7
号
の
発
行

　

改
選
後
の
新
体
制
で
の
第
１
号
と
な

る
議
会
だ
よ
り
第
６７
号
を
１２
月
１
日
に

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
第
６７
号
の
内
容
は
、

市
議
会
改
選
後
の
新
た
な
議
会
構
成
と

改
選
前
の
９
月
通
常
会
議
で
の
決
算
審

査
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
委
員
全
員
で
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
よ
り
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

委員会の様子

委員会の様子

常任委員会活動報告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　

永
　
澤
　
由
　
利

広
聴
広
報
委
員
会

委
員
長
　

門
　
馬
　
　
　
功
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　私は、きょうの議会傍聴学習を通して、学校で

開かれる生徒総会と似ていて、でも生徒総会より

とても活発だと感じました。また、難しかったです。

イノシシの被害、空き家は身近なところでも起き

ている問題なので、とても興味深く、改善点など

知ることができたのでよかったし、家に帰ったら、

きょうの出来事、学んだことを家族にも話そうと

思います。自分自身も多様性のある一関市の町を

より活性化させるために、自分にできることをやっ

ていきたいと思います。

　地域の意見はしっかりと吸い上げられて、市政

に届いているのだと確認できた。それぞれの議員

の考えや、市長の考え、各部署の考えが知れた。

また、教科書からだけではわからない「リアルな

議会」を見ることができた。私たち市民が政治に

関心を持つことで、よりよい市政につながるのだ

と感じた。

　議会で驚いたり、すごいと思ったことが２つあ

る。１つ目は、とてもわかりやすく言っているこ

とだ。あれだけの量をしゃべっているが、要点が

わかりやすいようにしゃべってくださった。２つ

目は、質問がたえないことだ。相手の言ったこと

について自分の意見をしっかりもったうえで質問

していて、とても活発的ですごいと思った。

　答弁は、受けた質問に現状について順を追って

対策等もていねいに説明されていてわかりやす

かった。質問に順を追って説明するため、⑴⑵などの

順番どおりではなく、複数を同時に説明する場合

もあった。担当者がていねいな説明をつける場合

もあり、具体的な数値や内訳を出していてわかり

やすく説明していてすごいと思った。広報や新聞

だけではわからない細かい部分も議会は掘りさげ

た質問を多くしていて、市の行政への関心がより

深まった。

　意見を言う際、応答する際に、「はい、議長。」

と言っているのが印象的だった。また、1 つの議

題に対して納得がいくまで質問をくり返すために、

YouTube に関する事例、具体的な調査記録などを

　12 月通常会議一般質問（12 月９日）に、市立大東中学校３年生（51名参加）が社会科の学習として

議会を訪れ、本会議の傍聴を行いました。

　参加者全員から感想をいただきましたが、紙面の都合上抜粋して掲載します。

もとに質問をしているところが説得力のある意見

をつくっていると思った。内容も簡単なようで難

しく、わからなくなる時もあったけれど、一関市

をよりよい地域にしたいという議員さんの思いが

一番に伝わってくるような熱のある討論だった。

貴重な機会になったと思う。

　イノシシの被害は年々ふえてきているので、どのよ

うな対策をしているのかを知れてよかったです。

また、跡地や空き家を利用した〝古民家カフェ＂

など、ただ取り壊すだけでなく、空き家を活用する

工夫があってよいと思いました。選挙の投票数は

減少していて、それを放っておくだけでなくどう

したら無効票が減るのか、どんな工夫をしたら

有効票が増えるのかなどもわかりやすかったです。

議会は、私達の将来にかかわる大切な話し合いの

場だと思いました。

　実際に市議会を傍聴して、１つの話題に対して

たくさん議論されていて、とてもすごいと思いま

した。また、きょう聴いたことにより、一関市の

現状についても知ることができたのでよかったで

す。現状を知ることにより、自分たちがこれから

どのようにしていけばよいのかを考えるきっかけ

にもなったのでよかったです。人ロ減少について

も具体的にどのように対応していくのか気になっ

ていたけど、働き方などの工夫をすることで転入

させるという考えは素晴らしいと思いました。

　今回、市議会を傍聴して、イノシシの被害対策

の答弁について、イノシシの捕獲数は年々ふえて

いて、被害の件数も多いことから、一関市はイノ

シシに悩んでいることがわかりました。また、選

挙の無効票についても無効票の過半数が白紙とい

うことで 18 歳になったらしっかり選挙に臨みたい

と思いました。

　今回、一関市議会を見てみて、私たちは全てを

見ることはできませんでしたが、市民のみなさん

のために市の課題や未来について真剣に話し合い

をしているということを実感することができました。

貴重な機会をありがとうございました。

大東中学校３年生による議会傍聴大東中学校３年生による議会傍聴
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私
は
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
室
根
青

年
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
青

年
部
で
は
農
業
の
大
切
さ
、
安
全
・

安
心
な
食
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

り
い
ろ
い
ろ
な
形
で
影
響
が
出
て
い

ま
す
。
農
業
も
同
じ
く
厳
し
い
時
期

が
続
き
、
農
業
が
衰
退
す
る
要
因
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
地

域
の
農
業
が
活
発
化
し
、
新
規
就
農

者
が
ふ
え
る
よ
う
頑
張
り
つ
つ
農
業

の
重
要
性
、
安
全
・
安
心
な
食
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
コ
ロ
ナ

に
負
け
ず
、
今
を
耐
え
抜
き
明
る
い

未
来
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

岩渕　武
たけ

士
し

さん

室根町矢越

地
域
農
業
の
活
発
化

　

私
は
、
訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
し

て
い
ま
す
。訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
は
、

介
護
の
中
で
は
特
殊
な
分
野
で
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
世
に
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
施
設
で

は
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
ヘ
ル
パ
ー

は
防
護
を
し
て
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

年
々
利
用
者
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
従
事
者
は
減
少
し
、
比
例
し
て
仕

事
量
と
そ
の
求
め
ら
れ
る
質
は
増
大

し
て
い
ま
す
。 

　

全
て
の
事
に
い
え
る
の
で
す
が
、

仕
事
に
見
合
う
報
酬
が
必
要
と
感
じ

て
い
ま
す
。

三浦　璃
り

奈
な

さん

千厩町千厩

コ
ロ
ナ
禍
と
介
護

⃝ 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か ⃝

◦２月通常会議は２月 22 日に開会します。

　詳しい日程などは議会事務局へお問い合わせください。

⃝ 議場で傍聴する場合は、マスクの着用と、間隔をあけた

着席をお願いします。

◦通常会議の様子は下記の媒体でご覧いただけます。

　[ 生中継 ]　一関ケーブルテレビ、市ホームページ

　[ 録　画 ]　市ホームページ

　[ 録　音 ]　ＦＭあすも（一般質問のみ）

⃝ ご 意 見・ ご 感 想 を お 寄 せ く だ さ い ⃝

議会だよりを読んで感じたことや、議会についてのご意見などをお待ちしています。

議会だよりは市のホームページでご覧いただくこともできます。

〒021－8501 一関市竹山町７番２号　議会事務局（TEL 21－8604／FAX 26－5556）

議会メールアドレス　gikai＠city.ichinoseki.iwate.jp

スマートフォンやタブレット

端末でもご覧いただけるよう

になりました。

12 月通常会議の傍聴者数 103 人

検索一関市議会

ご意見などをお寄せいただき

ましたので、ご紹介します。市民 の 声
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渕　
　
　

優

委　
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【
表
紙
解
説
】

　

市
立
新
沼
保
育
園
で
は
、
恒

例
と
な
っ
た
伝
統
行
事
で
あ
る

「
繭
玉
な
ら
し
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
１５
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
行
事
は
、
毎
年
、
小
正

月
で
あ
る
１
月
に
行
っ
て
お

り
、
今
年
で
１９
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

菅
原
園
長
は
、
「
毎
年
、
地

元
の
方
の
ご
協
力
で
、
今
で
は

各
家
庭
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
、

伝
統
行
事
で
あ
る
繭
玉
な
ら
し

を
、
保
育
園
で
行
っ
て
い
た
だ

き
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

園
児
た
ち
は
、
餅
の
柔
ら
か
い

感
触
が
よ
か
っ
た
と
か
、
木
に

餅
を
つ
け
る
の
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
と
か
、
と
て
も
喜
ん
で

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

伝
承
活
動
を
続
け
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

「
な
ぜ
、
そ
の
服
を
買
う
の
か
」

こ
の
新
聞
記
事
の
見
出
し
が
目

に
留
ま
り
ま
し
た
。
生
産
の
過

程
で
地
球
環
境
に
大
き
な
負
荷

を
か
け
ず
、
生
産
者
に
不
当
な

労
働
を
強
い
な
い
〝
エ
シ
カ
ル

（
倫
理
的
な
）
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
〟

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
日
々

挑
戦
し
て
い
る
ご
兄
弟
の
話
で

し
た
。

　

次
元
は
異
な
る
が
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
の
か
、
ま
た
、
議
会
の
活

動
状
況
や
議
論
の
内
容
等
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
の
か

等
を
調
査
・
研
究
し
、
今
後
も

紙
面
構
成
の
刷
新
に
取
り
組
み

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

副
委
員
長　

岩
渕　
　

優

　芦東山石碑は、大東町渋民の八幡神社の鳥居の右隣にあります。

　芦東山は元禄９年に現在の大東町渋民に生まれました。幼い頃から学問に励み、

仙台藩儒学者として第５代藩主伊達吉村に仕えました。

　藩政に関する考えを上言し、元文２年には講堂座列に関する願書を出した結果、

評定所より処罰され、元文３年から宝暦11年までの23年間、現在の宮城県加美

町及び栗原市にて幽閉生活を送りました。その間、「無刑録」18巻を執筆、宝暦

５年に完成させました。

　農家出身であった芦東山は、常に庶民、弱者の擁護を念頭に置いていました。

幽閉中に記した「二十二か条の上言」などに見られる人間愛と儒学者としての信念に基づいた卓越した識見には、時代を超越した真実

が存在し、今なお私たち現代人に訴えかけてきます。
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